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守
り
残
さ
れ
た
資
料
群

三
月
十
三
日
に
昭
和
村
文
化
財
保
護

審
議
会
で
は
、
下
中
津
川
新
屋
敷
の
本

名
信
一
さ
ん
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同

家
が
所
蔵
し
て
い
る
江
戸
時
代
か
ら
の

文
書
資
料
を
調
査
し
ま
し
た
。

下
中
津
川
大
火
で
母
屋
等
は
全
焼
、

火
災
か
ら
土
蔵
を
守
っ
た
こ
と
で
そ
の

な
か
に
保
管
し
て
い
た
資
料
が
残
っ
た

も
の
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月

三
日
、
大
岐
の
父
・
清
一
は
十
八
歳

で
消
防
団
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
大
岐
の
高
畠
の
南
の
シ
モ
ワ

ン
ナ
沢
で
村
の
人
々
と
春
木
山
（
薪

伐
）
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
空
の
異
変

に
気
づ
い
て
雪
の
残
る
ク
イ
ナ
山
の
尾

根
・
シ
カ
ブ
チ
ま
で
登
っ
て
み
た
と
こ

ろ
佐
倉
と
喰
丸
の
間
に
あ
る
大
仏
山
か

ら
煙
が
見
え
た
そ
う
で
す
。「
山
火
事

だ
」
と
思
っ
た
よ
う
で
す
。
夕
方
、
そ

の
日
の
作
業
を
終
え
て
村
に
戻
る
と
き

に
、
ま
だ
高
畠
は
雪
が
あ
っ
て
、
そ
の

雪
の
上
に
「
燃
え
た
大
神
宮
様
の
御
札
」

「
燃
え
た
屋
根
の
ア
サ
ガ
ラ
」
な
ど
が

落
ち
て
い
て
、
は
じ
め
て
住
宅
火
災
だ

と
思
っ
た
よ
う
で
す
。

夜
七
時
の
ラ
ジ
オ
で
下
中
津
川
が
大

火
で
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

て
、
火
事
は
下
中
津
川
だ
と
知
っ
て
、

大
岐
の
消
防
団
員
は
す
ぐ
に
雪
の
柳
沢

峠
を
越
え
て
中
津
川
に
行
き
、
集
落
は

ほ
ぼ
燃
え
尽
き
て
お
り
、
残
さ
れ
た
土

蔵
で
も
、
そ
の
な
か
に
火
が
入
っ
た
と

こ
ろ
を
消
し
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
父
・

清
一
は
消
防
団
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
三
日
間
ほ
ど
後
片
付
け

に
通
っ
た
そ
う
で
す
。

  

大
岐
で
は
、昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

四
月
十
一
日
の
宮
下
大
火
も
山
か
ら
確

認
し
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
父
・
清
一

の
叔
父
の
福
二
（
中
国
戦
線
で
死
亡
）

が
、
ま
だ
応
召
前
に
大
谷
（
三
島
町
）

の
親
戚
と
博
士
山
に
登
山
（
堅
雪
渡
り
）

し
て
お
り
、
大
谷
の
方
向
か
ら
煙
が
上

が
っ
て
い
る
を
み
つ
け
た
の
で
登
山
を

中
止
し
て
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
た
、
と
い

う
も
の
で
す
。

下
中
津
川
大
火

昭
和
二
十
六
年
の
下
中
津
川
大
火
が

本
名
信
一
家
文
書
「
火
災
概
況
調
」
で

確
認
で
き
ま
す
。

大
火
後
す
ぐ
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
ガ
リ
版
刷
り
の
報
告
書
で
す
。
火

事
は
雪
ど
け
後
の
こ
と
で
、
母
屋
、
小

屋
、
土
蔵
内
を
含
め
焼
け
て
い
る
た
め

蒔
（
ま
）
き
付
け
る
種
子
も
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
か
ら
畑
に
蒔
く
ア
サ
（
大
麻
）

の
タ
ネ
一
石
一
斗
八
升
を
必
要
と
し

て
い
る
こ
と
が
後
半
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
、
こ
の
種
子
に
見
合
う
栽

培
規
模
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
尺
貫
法
で
一
石
（
こ
く
）
は

約
百
八
十
リ
ッ
ト
ル
の
こ
と
で
す
。
タ

ネ
一
升
で
一
畝
と
す
れ
ば
一
町
一
反
歩

ほ
ど
の
面
積
は
下
中
津
川
で
ア
サ
が
栽

培
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
？

北
西
の
風
風
速
一
五
メ
ー
ト
ル
、
湿

度
三
度
（
原
文
の
ま
ま
）、温
度
二
二
度
、

快
晴
。火元

下
中
津
川
字
気
多
渕

四
八
三
三
の
民
家
、
火
災
原
因
は
取
灰

の
不
始
末
、
発
火
日
時
は
午
後
二
時

五
十
分
、
鎮
火
は
午
後
八
時
三
〇
分
。

全
焼

公
共
一
〇
戸
、
住
宅

百
二
十
七
戸

百
十
三
棟
、
非
住
宅

五
十
四
棟

半
焼

非
住
宅
三
十
四
棟

死
者
無
し
、
重
傷
三
名
、
軽
傷
十
四

名
罹
災
者
数

百
二
十
七
世
帯

七
百
九
十
三
人

  

畜
類
被
害

馬
一
頭
、
緬
羊
三
〇
頭
、

山
羊
六
頭
、
鶏
六
十
三
羽
、
兎
八
十
四

羽
仮
小
屋
及
び
食
糧
関
係
：
用
材
無
き

者
八
十
五
戸
、
食
糧
無
き
者
七
十
五
戸
、

精
米
す
れ
ば
有
り
者
四
十
五
戸
、
少
し

有
り
者
三
戸
。

農
産
物
種
子
必
要
数
量
調

コ
メ
で
は
、
う
る
ち
種
も
み
四
石
七

斗
、
も
ち
七
斗
。
馬
鈴
薯
二
一
六
四
貫

目
、
大
豆
二
石
一
斗
七
升
、
小
豆
一
石

八
升
、
大
麻
（
種
子
）
一
石
一
斗
八
升
、

そ
ば
九
斗
五
升
、
ア
ワ
五
斗
、
さ
さ
ぎ

二
升
。

農
機
具
必
要
量
と
し
て
平
鍬

三
五
〇
、
除
草
器
二
〇
〇
、
草
刈
鎌

三
〇
〇
、
プ
ラ
ウ
一
〇
、
馬
耕
四
〇
、

砕
土
器
五
〇
、三
角
ハ
ロ
ー
五
〇
、
ナ

タ
二
〇
〇
、
ス
コ
ッ
プ
二
〇
〇
、
唐
鍬

一
〇
〇
、
小
鋸
一
五
〇
、
斧
一
〇
〇
、

馬
鍬
五
〇
、
ホ
ー
ク
一
二
〇
、三
本
鍬

一
五
〇
、
屋
根
屋
鋏
（
は
さ
み
）
三

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
17
回
～

▶
本
名
信
一
さ
ん
宅
で
調

査
を
行
う
。

▶
大
火
後
に
必
要
と
さ
れ

た
種
子
や
農
具
の
記
録

5/2 ～ 5/6 道の駅にてからむし市開催中！
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昭和村では、3 月中、刑法犯の発生はありませんでした。

なりすまし詐欺に遭わないために
26 年度中、県内では警察官や金融機関職員、息子や孫

の名前をかたる詐欺被害が発生しております。
特に被害が多かったのは、警察官や金融機関職員をか

たる男から電話で「振り込め詐欺で逮捕した犯人があな
たの通帳をもっていた」「これから銀行協会の職員が自宅
に行くのでカードを預けて」などの手口です。

被害防止を図るため、お金を要求してくる電話があっ
た際はすぐ電話を切り、警察や家族に相談してください。

★なりすまし詐欺を疑うキーワード★
○ 息子や孫などの身内の名前を名乗っている。
○ 声・携帯電話番号などが変わった。
○ 仕事・借金・投資・異性などで失敗したからお金が必要。
○ 口座に振り込んでくれ。同僚・友人が受け取りに行く。

★キーワードに該当する電話があったら★
○ 家族から元々知らされている電話番号にかけ直す。
○ 他の家族や警察署などに連絡し、相談する。
○ 確認が取れるまで絶対にお金を渡さない。

昭和村内街頭犯罪等発生状況（平成 27 年 3 月末現在）

区分

街頭犯罪 街
頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強
盗
空
き
巣
ね
ら
い

忍
び
込
み

事
務
所
荒
ら
し

出
店
荒
ら
し

自
動
車
盗
み

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管内 1 1 14 15
昭和村 0 0 0
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生

件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成 27 年 1 月からの累計数になっています。

警察署からのお知らせ

山火事に注意
燃えてしまった森林を元の姿に戻すには

多くの時間が必要です。

豊かな森林を守るために、次のことに注意しましょう。
①枯れ草等がある火災が起こりやすい場所

でのたき火はしないこと。
②風の強いときや、空気が乾燥している時

にたき火はしないこと。
③たばこの投げ捨ては、絶対しないこと。
④火遊びをしないこと。

        いったん山火事が発生すると、火の回りが予想以上に速く、
        煙に巻かれてしまうことがあります。無理して消そうとせず
        速やかに消防署に通報してください。

  火事・救急は 119 番      会津坂下消防署 昭和出張所
       ☎ 57-2119  http://www.119-aidu.jp/

消防署からのお知らせ保健福祉課より

資源ごみの出し方を
再度ご確認ください！
◎ビン、カン、ペットボト
ルを洗わずに出されている
ものが大変多く見受けられ
ます。

必ず洗浄して、回収ボック
スへ入れてください。

◎古紙類（新聞紙・チラシ・
雑誌類・段ボール）につい
ては、ひもなどできちんと
まとめてください。

なお、新聞紙・チラシ・
雑誌類は必ず分別してくだ
さい。

 「人権擁護委員の日」
特設人権相談所開設！

法務省及び全国人権擁護
委員連合会は、人権擁護委
員 法 が 施 行 さ れ た 日 を 記
念して６月１日を「人権擁
護委員の日」と定め、一層
の啓発活動をし、人権思想
の普及高揚を図るため、特
設人権相談を実施します。

村 の 人 権 擁 護 委 員 が 次
の と こ ろ で 相 談 に 応 じ ま
す の で お 気 軽 に ご 利 用 く
ださい。
◎日時 ６月１日（月）
        午前 10 時～ 12 時
◎場所  昭和村公民館 和室

  

５月は水防月間です
降水量が増え、川の水量が増

加する時期を前に、水害から大
切な生命や財産を守るため、水
防活動の意義や重要性について
理解を深めるとともに、村民の
皆さまに水防活動への協力を求
め、被害を最小限に抑えるため、
水防月間が定められています。








